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「た之え離れて暮らしていたとしても、

親と子の交流は子どもが健全に育つために必要です」

はじめに自己紹介をさせて頂きたく存じます。私はアル ド・ナウリと中します。パリ大学医学部お

よびパリの諸病院の小児科専門の医師であります。私は 40年にわたリフランスのパリで仕事をして

まいりました。そして社会階層も民族的出自も様々な 2万ほどの家族と出会うことになりました。こ

のことから私は家族の世界に関する限り豊富な経験を持つものと自負 しております。

この家族という世界のもつ複雑な問題を扱 うために、私は自分の受けた医学的教育だけでは満足す

ることができず、さらに心理学をソルボンヌ大学にて、文化人類学をコレージュ。ド・フランスにて、

言語学を社会科学高等研究院にて、そして精神分析学をパリのフロイ ト学派のもとで学びました。

私はこの領域において、専門家の間でそれなりの高い評価をいただいており、おかげで多くの学会

で発言をし、専門雑誌に多くの論文を掲載させていただいております。また多くの本を執筆 し発表 し

ており、共著のモぅのが 50冊ほど、そして単著の 1)のが 14冊ほどございます。それらの著作はすべて、

家族の中で織りなされる諸関係の様々な側面、そしてその変化について論 じておりますが、それはま

さに現代の世界において大きな問題となつていることでもあります。これらの私の著作はいずれも大

きな反響を呼び、ヨーロッパの多くの国々で重要参考文献となっております。それらはまだ日本語に

は訳されておりませんが、他の多くの言語に翻訳されております。私の本はこうして数百万の読者を

得ることになり、私は相当な数の手紙を受け取ることになりました。

私は 2002年 12月 に日本を訪れる栄誉に浴しましたが、その時の旅行の思い出、東京(仙台、大阪

で私が行つた講演の際に素晴らしい歓迎を受けた思い出が深く心に残つております。

本国もわたしは同じような喜びを感 じております.本 国はさらに皆様方の前でお話しさせていただ

くという格別の栄誉に浴 し、一層光栄に感 じております。

そして、私のお話にこうしてお耳を傾けていただけることを皆様にあらかじめ深く感謝申し上げま

す。

れ、が皆様にお話しするようにと依頼されております問題は、なぜ子供にとって、人生全体とまでは

言わないまでもその成長期の全体を通じて、両親の 「双方」およびその双方の家族とできる限り緊密

な接触をもつことが不可欠とまでは言わずとも重要であるのか、という問題です。

私がこれからさせていただくお話は、私の受けた複数の専門的教育から学んだこと、私自身の医師

としての職業的経験から学んだこと、そして数多くの人々との出会いから学んだことをもとにして進

めてまいりたいと思います。



とlil ltヽ まし́て 1,、 私は還元主義白くJI二 11「 を進めようとするので liあ |サ ■せん:私 1主 |'1分 の性格 ll、

物事の進め方を画一化 して しまうことには反対するものです。私は、む しろ違いとい うものを本当の

摯かさとして ヒて 1,尊重すろ :)のであります 私自身 4つの異な′)た文化 と親密な関係を持つ機会 |二
恵まれ、そこから多くの良きものを得たということができると思います。例えば、私が診察室で出会

うことになった 48の 異なる民族のそれぞれの生き方や考え方、反応の仕方に型、の専門的なア ドバイ
スを迪応 させてい くことができたのもそのおかげでありますc

P、声|,li皆 、野Iな ろ文明ニヒにそ して異なる文化 三上|二それぞオ1の 生活様式が力)る ことを確か |二 拍|

つてお ります。それは実際に言語の違いが示 しているところでもあります。 しか し私の見るところで
lt、 言語 とい うものが、人古から形作「,ll、 無意識の うち |二私たちの行動の全体と|ミ言わず と1,大部

分を規定する数多くのコー ドを形成 している、ということがあまり十分に強調 されていないよ うに思

います

ですから、ある文り1に お :す るや り方が他の文り1の それよりも優れている、と主張するようなことは

私にとって意味を 1)ち ません.それぞれの国にそれぞれのや り方があり、いかなる意味において {、 、
それ ,)｀他の国σ)や り方と比べて優れているとか劣っている L,いい うこ Litt)|'tせ ん―ある 可が今あ

るや り方を選んだとい うことには、常に優れた理由があります。それは地理的環境およびその社会の

設 FI:二 i芭 うデ|!山 /tの です:人類の歴嗜1liそ のことを証 ヒ́ています[例 え_ば
')ろ

ltが他の民を有|:IIlt L´ た

場合においても、自分たちのや り方を被征服民に押 しつける民がいる一方、逆に被征服国のや り方を

取 り入れる民 (♪ いることを私たち |ミ知っています:ま た、む ヒろ島の中にひきこ1)つ て独特の行Fll様

式ゃ精神性を発達させる民もいました。例として、今なお記憶に残るロン ドン・タイムズのある見出

しを挙げておきましょう,それは 20世紀初頭のことですが、当時猛威をふるつた大きな嵐について

伝えるもので した。その文 1面―  英仏海峡大荒れ一大陸 |ま孤立ニーは、もちろ/し 、英国人の有:名 なユ

ーモア・センスを示す ()のですが、一方でそれが独立精神を培ってきた英国人の揺るぎなき誇 りを示

している、といつて ()実際υ)tLこ ろ|1li生いとは言えないで しにう

と1-1い え_人間は、いか |二 ([」 々人υ,間の違いや民族、文化、 11計 Iの違いがあるとはいえ_、 ||」 じ1,の であ

り、その基本的要求や彼をとりまく状況への感応性において厳密に同 じものであるとい うことも明ら

かです、このこと|「ミ、私たちがグローバルfヒ した |lt界 に
ア
liき ているこのT5L代 において、 Lっ か り L確

認 しておくべき事実であります。そこでは人がその地理的環境の変化に対応 しなければいけない状況

―例えば移民の場合がそ うです―や、 1)し くは人がそれまで組み込まれていた社会の設計が急激に変

化する状況が生よれてきます―旧ユーゴスラビアや |ロ ソ連の分害1の ケースがそれです。そ うした中で

自分たちに提案された解決法を目の前にしたとき、多少 と{)解消の困難な問題が生 じてくることがあ

る″)です
｀

ひ 七つ小さな !t体例を挙げてみまし |:う .

私 ltあ る夫婦を診察することになりましたが、彼 ら|ま 子供を連れず |二やつてきました

子供の父親は日本人の高級官僚であり、母親はスウェーテン人でした。

彼らはフランスにすでに 10年前から住んでいて、どちらも完肇なフランス語を話 しました=彼 ら
には 9歳、7歳、そ して 5歳の子供がいました。彼らは数年末の彼らのでく和を解決 しようとして私 |二

会いに来たのでした。

彼らは大きな紙を11支 り出 し、そこ十二は |||11・
′
li111 1二 おいて彼らが |「よつきりL対立 しr)つ てぃる 19げ )
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問題 点 が列挙 され てい ま した .

私は 1)ち ろ/レ皆様十二その リストの中身をお知l iDせするわ :「 でliル ,「りません ′り:際在、|よそれを忘れて
しまいました一ただ、その中の初めの二つの点だけ、私にはとってそれ 自体で状況全体を見事に示 し

ていると思 1,オ しろりJめ の 1つげ)||ll題 Jit i二 つ́いてだ |ナ 才I舌 l´ したいと思い 三
―
|‐

第 1の問題点 :日 本では普通、子供にごはんを一粒もお茶碗に残 さないように言い、食事は最後ま

で食べきらせる「スウェーデンでも同 じく食事 |ま最後まで残 さず食べろようにしつ |キ ケ )｀ 、この際、

自L餓で苦しんでいる子供たちがいることを話 して倫理的強市1カ に うったえる。フランスでは、子供

になPり や り食べ させてはいけないと言われる
=

妍」2の |||1題 点 :日 本で |ま 了̂供は普通 |二両親の寝床で寝る。スウェーデンでは 子供 |ま病気こ)時 だけ ||イ

親のベ ッドに来ることが許 される。フランスでは子供は両親のベ ッドには絶対入つていけないと言

われる

そ して、これ らのいずれの項 目にも末尾に 「どうすればいいのでしょう?Jと い う疑間符がつけられ

ていました

このような状況 lt、 例えば 211L紀前で力)れ ば絶対にtnLこ り得なかった 1,のです .

といつても別にその時代にスウェーデン女性が 日本人の高級官僚と出会 うことが不白∫能だったから

ではなく、その逆です)あ りません そ うではなくて、二人のどちらにとつてす)、 そ して彼 らの環境、
双方の家族にとつて tり 、「 供が父親と 」じく|1本ノ、となり|14(10し きた り11従 つて育てられるのが当

然 と思われたであろうからです。

今 日の私たちはそれ とはまったく異なつた状況にあります。

|キ |二技‖キ「先進|11ヴ )r11会 |二おいてそ う/rノ )ご→
―

さらに正確に言えば、それ らの社会もかつては家族における父親の地位を保証 していたのですが、

それをやめること|二 して以来、このようになつてきたのです それに並行 して白ず ヒ子 ど1)ヒ 母親の

つなが りが強められ、そのことをあえて問題視することは不適切と思えるまでになりました。

このような状 i171i■ iヽ・
った経緯をここでたどることはいた L´ tせんが、Itオ 1カ 確`かな l「

′j:でま)ろ 11ヒ

はどなたにも確認 していだけることであります。

ここでわた しが事tな たいの 1主 、その原因 となったもの ヒその結果とし́て 1,た らさオ1′た tぅ のについて

検討することです。

そ し́てそのた V,こ 千」、lt、 日∫能な ltり  番り1に ィ(白 (Jた 1り :,,Fか ′, ′つヒ
',メ
(114'V)ぐ っ■f→ ′く丁が||:111´

ていくものから出発 したいと思います :それは父親、母親、子供の三角関係であります。人間はいか

なる環境、言語、文明の中 |■ 11れ 義うと1)、 この三角関係を出発点 |二 して形成さオ1ま す

ところで、この有名な三角関係の中で個人個人の間の関係が織 りなされていくや り方は常に独特な

ものがありますが、そオしは

・2つの恒常的な特徴 と
。1′ 1)の 深い J́I:対称 1生

を持つ ものであ ります c



る 1)のです ^

恒常的な特徴の第一の点は一以前に比べ今 日のほうがより明白に表れているのですが一圧倒的多数

′)ケー ス|二おいて、 1西i親 2人 とも子供を持つ ■とを望んだ とい う事実に山来します=fDま り|口 :i131 人

が決め、計画 し、そ して一緒にきちんと考えた上で、子供を作つたとい うことです。

どうして彼 らはある日その決断をしたので し kう か ?

それを知るためには、彼 ら自身の言うことに耳を傾ければ十分で しょう。

彼 らは彼 らなりのことばで語つてくれるでしょう :2人 とす)それぞれに子 ど1)に 次の ような理由で

期待をかけていたのです。

。自分自身の死に対抗するため (「私は自分が受け継いだマ、のを伝えたいから… 1)

。子供を自分 |′ 1身の延長 としての存在にするため (「私の娘 ltr_/、 自身のより良い姿であって 1玉 しい… |

もしくは 「私の息子には私ができなかった勉強をしてほしい… 」)

二のこと1主 、 r供 I二 対して父親側からも′とヽ的なエネルギーが ,liがォ1る こと、そオ1,1ま母親側か 1っ の 1)

のと同 じくらい重要かつ強いことを示 しています。

そ してそこか Fシ 、以下のことが一部説明できます

。別離に際 し、「wh親の双方が激 しく苦 しむことになる理由。関係決裂の後で感 じられる失敗感 とは別

に、 この激 しい苦 しみは

・ 母わ1においては、子供をその父親に預けなくてはならないII、ケには、 f‐供との「1常的な接触が時々

失われてしまうという思いによって生じ、

=父親においては、自分の子供と今までと1司 じく自由に会う

って生じるのです。

・
1・供と由i会 する権利や子供のそばにヒどまろ権利を守るために I麟i科1メて方が激 しく争うFI!山  激 Lい

争いの中で、ついには相手に同 じ権利を認めないとい うところまで行つて しまうこともあります。 こ

こに 1)一つの非対称性が入り込んでいますt ヒい うのも、一方の側は妊娠によって
「

と了つ 間に結ば

れる本能的関係の名のもとに自分の権利を守ろうとするのに対 し、 ()う 一方の側は自分の母親の虐、子

として、自分の母が自分 と結んでいる本能的関係の痕跡を持っている者とし́て、大いに苦労 して自分

の子供に対する愛情の心的エネルギーの重要性を理解させ、認めさせようとするからです。

様々な色合いで表れるこの種の対立は、両親のいずれかの側によって相手に復讐するための手段 と

してよく使わオ■ます [

6歳の男の子をもつカナダ人の父親は、自分のフランス人の妻が子供に母乳をずっと与え続けたが

ろび)を ,Ftt Lて いました 父 l11に 4〔 れ |だ、 .塵、rが |サ‖1ヒ |11ビ くらしヽ |′ 1分 1■ 1)′
=`,く

!こ う|二 、 |'|う )で‖Hi

乳瓶を使って子供に平Lを飲ませたかったのですが、それを知った妻の方がわざと母乳に しているのが

すでに気に食1)なかつたのです,私は彼の方が間違′っていると言い、母平Lへの執着がいかなる l,のか、

そ して母乳のほうが人工乳よりいかに優れているか説明 し、彼の理解を助けてあげようとしました。

彼が私の話にじつくり耳を傾ける様子をみて、私は自分の仕事が うまくいったと思いました その翌

日、若い母ル1か ら私十二電話があり、彼女は泣きながら次のように吾
‐
ったのです、あた しは人の言うこ

とを聞いてあげればよかつた、あた しが頑固なので、夫はその仕返 しに夜の うちに子供を連れ去 り、

力十ダヘ行つて しまった、と

この父 |サ  1・ の if均 1別係 |二 Jと出される恒 ||1的な特徴の 2点 目は、子供が 1■′く自己形成 していく

ためには、とりわけ自分のアイデンティティー と社会的自己を正 しく形成 していくためには一つまり、

きた,ん Lヒ た́大入となるため |二 |ま、その子供が両親それぞれの単なるイメージだ |す
‐
でなく、できるだ

けよいイメージを自分の中に持つことが 「絶対に」必要であるとい うことです。



:〕

このことは絶対に知っておくべきことであり、国に出 して繰 り返 し言われるべきことなのです。そ

れ li、 子供時代を通 じて |′ 1己形成がいか |こ なされるかが 人人になってからの人生を文字 7Fliり tl,L十ろ、

と知っておくことが必要なのとまったく同じです。

|「1親が争って弓lれ るとい う最 1)頻繁に
/liじ
ろケー スにおいて見られるように、り1方の‖Jが 1,う  ‐ノノ

の親に対 して行 う批半」が子供の心に与える打撃の大きさは実際想像を超えるものがあります。そこで

方の親が 1)う 一方の親t~尊厳を損な うkう なことを行 うと、子供の両親に対する忠実さが変質 し、

子供を深亥1な心的葛 ll●状態に追い込み、子供はそこから逃れるすべを失います。子供はそこで自分を

監護する親の側の道具となり、両親の対立においてあえて自分を監護する親の見方 とな り、人質にな

つた者|二 見られる
「
ス トックホルヱ、症候群」 と名付 |り られた心的状況を発展 させてしようことがある

のです。この状況は悲 しいことに数年前からあまりに 1)頻繁に見られるので、多様な姿を持つひ とつ

の病理学的対象七して とらえ_られるようにな り、それが「サ1親 引き離 しり11候群 ■ヒ|:われる 1,のです :

こうした中で私は、7歳の時に両親が離婚 したある 15歳の少年に関わることになりました。母親の

巧みな操作に よって、早い段階で少年は父親 と全然会わなくな りtL.た  そ してそil,以
'(、

彼がた)ま

りにも乱れた行動をとったことから、母親は彼を寄宿舎に入れま した。そ してある日もう少 しで最悪

の結末を迎えるところまで行きました 彼が〃Jか ったの lt本 当に偶然の偶然で した=彼 が首を吊ろう
としていたところl_ち ょうど寄宿舎の舎監がやってきて彼を引き 下ろしたので した。彼は泣きじゃく

りながら、なぜそん′,こ とをしたのかを私に語 りました:彼が母親に手紙を書いて、父親に何として

でも会いたいと言つたところ、母親 |まその願いをどのようにあきらめさせたらいいか分からなかつた

ので、父親に会わせるなど論外だ、なにせあなたの父親は……同性愛者なのよ、と返事を書いてきた

とい うことです |

さらには小児愛の問題がメディアで大々的に取 り上げられるようになって以来、子供が男の子であ

ろうと女の了であろうと、母親が父親を、子供に性白(Jな接触を し́たとの理由で |IF発 することが、 f´

'そと父親の面接交渉を禁止 させるための母親側の戦略として常套手段 となって しまっていることは知ら

れてお ります

ここで私が父親 と母親のどちらか一方のみの味方をしようとしていると思つていただいては困 りま

す`父親の遭遇 している問題の方を多くとりあげたのは、単にそちいの方が統計的に見てより頻繁に

起こっているケースだから、という理山によりますcも らろん父親が母親 と111様 |ニ イ(当 で 千く実なや り

方をする場合 1)あ ります。フランスでは最近の多くのケースがそのことを示 しています。子供への害

.ヒ い う点では父親の場合 1)け親の場合 1)Fll様です

私は自分の患者たちに次のように言 うことにしていました。両親 というのは 2人で 1つの脚立を作

りあ |ドていろ |ミ うな 1)の で、 r供はそ ■をイヽって人生 |二向かって lTり 出 ヒ́ていくのである、 と「 そこ

でもしどちらかが相手をつぶ して しまったら、脚立は倒れ、子供も一緒に落ちて しまう、と。

例えば私 |「1、 7歳の女の了が、彼女の離婚 した両親が互いのこ Lについて話すその仕方 |二 Lっ て′とヽ

的打撃を受けたのを治療 しなければならないことがありました。その女の子は心引き裂かれ、深 く落

ち込み、いつも泣いてお り、よく眠ることく)できず、学校へ {)行 きたが りませんでした[それは長 く

IN難なケースで した。そ して私がこの苦労ももう少 しで終わるところまできたと思つた時に、その女

の子はとて {、 当惑させる質問を私にしたのです。「男の人と女の人は自分たちが離婚すること{)あ ると

知|つ ていろのに、なんでそれでも子供を作るのか教えてくれますか ?」

ダ:り、1は f^供の 11か ら出るJと フランスσ)計

'1■

ありt十

例の女の子の質問は確かに、そのとき私が したよりもいくらか丁寧に答えるべき問題を含んでいる

L思います .
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以上、すべてのケースに見出される 2つの恒常的な特徴を素描 したので、ここから、父―母―子の

三角関係において 子供の |口 lj親 カップルに影響を及ばしている深い非対称性についてli「 を進めていきた

いと思います。

この非対称|‐ |:|「よ、フランスの文化人類学者クロー ト・ レ !ン ィニス トロースを ヒ́て次 /jl kう 1二 :")L´

めたものです。「結婚は自然 と文化との劇的な結合である」と。

この衝撃的な子と言の中の言葉の つ つが、言わん としているところ完全に /itし ています .「結合J
というのはその状態のことを示 し、 1劇的なJと いうのはそれに伴 う避けがたい緊張を示 します。 1白

然 ||ま 1女性、そ t´ て母を示 し、「文化 |は男性、そして父を示 します

これは単なる意見、ひとつのイデオロギー、ひとつの勝手な見解でしょうか、それ と1)すべて根拠

のある 1)の で しょうか ?

古生物学の教える Lこ ろ |二 kろ L、 私たち人類 とい う千重が出現 L´ てから 800ノノイ111■なり にす「

さて、その 800万年の間に人間の母親は、他の哺乳類の母親たちがやってきたように、そ して今 日

t)そ うしている kう に、了̂供を産んできたわけです

このことは母親に明らかに有和lな立場を与えます。それは母親 という()の の地位の確かさというこ

とです 母親たちは自分が産んだ子供の母親であることが 「確実 |です そ してこの確かさから、母

親たらは、 ∫‐供に対する自分の占めるべき地位を占めるという、反論の余地のない自然法の ―つの形
を引きだすのです.実際にローマ法では、マーテル・ケルティッシマ、つまり母親 とい うのは極めて

確実な存在でル・る、と「itヽ 、
六 、テル・センヘル・ インケル トゥス=常 1ニ イ(確実である父親、と文J■ (

的に扱いました。

こうし́た事情 |:ilこ い||llずっと「1じ で L´ たしL´ か L´ 1970年以来、この確実ltと い う地位をめぐって、

実に多くのことが知 られるようになり、とりわけ胎内期間が子供に及ぼす独特の影響について多くの

ことが分かってきましたこ

そこで実際に明らかにされたことは、懐胎期隋1に おいて、胎児の感覚脳は、実に多くの感覚を記憶

しているということです  これ らの感覚はすべて例外なく母親の体から来る 1)のです「胎児がこうし́

て集めたデータがよく,t存 されているおかげで、子供は生まれてす ぐに次の もの感 じ分けることが口∫

能であることが明らかになっています。

一 母親グ)仁りい

一母親の好む食 :弔の味

― |り:わl1/)「角」(り

―母親が自分を抱くときの抱き方

一母親の声

―脳の感覚野は互いに結び付いているので、子供は子宮の暗闇の中にあつて視覚的感覚を全く蓄積

していないのに1)かかわらず、たった 8時間彼女の前にいるだけで、1)う 彼女を写真で見わけること

ができるのです。

こうして母親と子供の間には出生の時点を超えた関係がすでに築かれており、その関係は、圧倒的

/,ミ強さ七イli頼度を (Dつ ゆえに一生通じて残っていく1)の であり、その後に得た t)の をすべて屈折させ

てしまうほどのものなのです。

F^供は、その発展υ)|:り構υ)内容量強1主がいかなる 1)のであろ うL、 こうしてマ4t二 Lヽギ 4に す とに1間わ

らず次のような性質を自然ともつようになるのです。

一本能的に母親に結びつけら,れ続 |ナ る



―母親に対 して一貫して忠実であり続ける

一―そ して、お ノ|:ぃ無意識の うちに、了̂供 |ま母親が自分に対して (,つ欲望すべてを成 し遂 |ド ろ

母親は子供の人生の最初の目印とな り、子供は人生を通 じて、必要な時には自由に彼女の ()と へ助

|ナ を求ダ)11く るのです

彼女のほう{)ま た同 じようにごく自然に、自分の子供、その誕生が彼女にとつて栄光以外の何もの

でもない自分の了供 |三 対して ―途に心的エネルギーを注 ぐようになっています

彼女は、妊娠期 1削 中ずつと、成長 していくこの生命体の要求を自らの肉体をもつて完全に満たすこ

とに 員つて、確かに 「命を与える=産むJの です.それに 1つ て、彼女の内には本能的な性向、子供

がυtし て1」 も久けることん`ないよう|二 、 /夕そのナベ 〔の∠、要と欲,Rを水i生 |二 illた し続けるという1生向

が発達 していくのです。 こうして彼女は日を重ね、愛情の仕草を重ねるなかで、子供の周 りにバーチ

ャルな、無 llt l二 広がる子宮を作り上げることができるよう|こな り、そ しごそこ,ウ ザ
「
子供が外に出るこ

とを許 さなくなるのです。そ うなるともう、その他のことは彼女にとつて何も意味を {)た なくなるで

し にう「 そ して彼女1主、
⌒― 卜十一 生の 1周係 と|1可時に自身の自己実現を何のため i♪ い 1,な く犠牲 |ニ ヒ

てその自然的性向を優先 し、母性の深淵へ と落ち込んでいくのです。

宮十二満ナ♪倫れた我々の社会十二おいて、 1,ヒ この自然的性向がTi放 し状態十二されたら何が起こるか、

容易に想像することができない者ならばその性向を喜ば しいことと思 うでしょうが、とことんまで 日
‐

やかされた子供は、

一すレギ〔が彼のためにあると思 うようにな り、

一そ して努力とい う感覚を全く発達させず、

|′ 1分 一人だけに注意を向 |す 、

一いかなる場合にも、他人は皆、母親が自分に尽くすように自分に尽 くす ()のだと思い、

家では自分の気分と気まぐオ
´
l′によつてすべてを決める小 !lキ 君となり、

一 自分が決めた時に自分が決めた場所で食べ、自分の部屋またはテ レビの前で、周 りとコミュニケー

ションを Lる ことなく、プレイステーションで遊びながら食べ、

一 もし気が向いたら、時間のことは考えずに街に出てぶらつき、

一学校に行った り、行かなかったりするが、そのことを母親や教師に報告する必要を感 じず、

一彼に何かを禁 じて もよつたく効果がなく、彼の行動様式を変えることはなく

-1、 っと深亥Jな段階になると、以下のように病理学の域に至るのですぃ

。常習者白くりなりlt迫的行動グ)中 に |∵1じ こ (,る

。昼夜間わずコンピューターの前にへばりつく

・テ レビの白tで何時 1占 1も lゴーっとしている

。「時間つぶ し」 としての価値 しか t)たないような不毛で無意味な活動に没頭する

・ 1)し くは深亥Jな 注意力障害や絶え間ない興奮状態 といつた症状が進行 し、「活動充進状態」と呼

ばれるものによってでなければ、それを静めることはできなくなる

この ような子供が、社会の構造や組織の中にポジテ ィヴな形で組み込まれ,る ことはまずないで しょ

う。 もし彼が社会十二人つてしヽくとして t,、 何のためらいもなく他ノ、を1窄取する人 ||]と してか、シニカ
ルに他人を利用する人間としてその中に入っていくでしょう。

1lFイ lilり lυ )彼 を待ち受ける運命は、llk犯 111ヒ 組織的犯JI:グ ルーウヘの出入りで t7り 、成人の年になる

ころには周囲の者たちに大きな問題を引き起こすことになります。

あるぎ味で次υ)上 うな 二とが ,:え_ろ か 1)し れ ませ /レ t母お1仰1の選 |り (|1支 だけを優 ,Lす る
`|:会

1主 ヒて 1,

残酷な社会 とな り、その中で個々人はそれぞれ自分の隣人の敵になる、と。 これは、他の言い方をす

れば、野蛮′、L向 か う道で 1)り まし Lう
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ところで、この種の危険性 をい くら知 らされた として {、 、その危険を避 けることはます ます困難 に

な′ラていることが明 iっ かです

なぜで しょうか ?

第 ^のり|!||1主 、私たちは皆、母親のお 1垣から生まれ,、 モ ヒ́てすで 1二 中しま L´ た 上う1二 、キ,それぞれ

人生を通 じて母親の影響を受け続ける、ということによります。

第二 |■ 11、 予供時代の出来事がその後のノ、生すべてを全面的 l二決定ハ |十 る Lい うことを私たちが未

だ認識 も理解 もでき

'ゴ

、 さらに受け人オしることもできない こいることによります c

そ ヒ́て第 11に は、母親の側が、父親の役害1は 自分の役割 ヒは異 /t・ るとい うことを容易に認めること

ができず、また彼女がそ うした違いもその有用性をも理解 しないこと|二 よります。母親には自身の役

割の確かさがあまりに幸、しっか り刻みこまれてお り、また自分の子供 とあまりに 1、 本能的に結びつな

がオlて いるσ)で、 ギー任キが自分以クトυ)1語:力 をヽ少 ヒ́で 1,っ て 1,ビ、要とす~る こでと力`ありうろ 七tヽ う二、ヒを FI

分から自然に理解することができないのです。彼女が受け入れることができるのは、せいぜいのとこ

ろ、子供の父れJが |'1分 を助 |す、いかなる場合 tD自 分とまつたく 1ビ 1こ う:二やろ七いうことです = L´ か

し、父親が自分 と違 う意見を持つなどもつてのほかであり、それを彼女に押 しつけるなどはさらに論

外 ヒtヽ うことになりt十‐ 自分が了∫ltを お1覚 II持 っていた、 とい う事実を盾にして、 |■親 |ミ 白
')が
、

そ して自分だけが、子供に関するすべての権利を持っていると考えます。父親は確かに妊娠にかかわ

り、母親は確かに父親 ヒ子供を作 りますが、母親lt他のいかなる男と1)それをすることが可能であつ

たわけであるの |二対 し、 力́父親は、彼女なしに |ま この 」r_供を作ることができなかったであろうとい

うことになります !

そこにこそ、すべての困難 とすべての誤解の ()と があり、それを取 り除くことは極めて難 しいので

―

十

なぜなら父親という1,の 1主 男性 ヒして、男の性を持つ 1)の 七t_て 、何ヒ言って1,30万 年■ビ前十二

文化というものを作り出し、この人1削 という種の進化のもつとも重要な部分を担った男性たら、男の

性を持つ者たちの後継者であるからです
=

ある時、自分たちが所属する集国の女性をお互いに交換すること/‐ 決めることによつて重要な一歩

を踏み出したのはこの男性たちなのです∩そしてこの時点から、彼ら1)自 分らの伴侶から生まれた子

供たよ,十二対し心的なエネルギーを,liき 始めたのです

もちろん彼らは直ちに母親の側からの抵抗と拒絶に会うことになりましたcそれが激しい 1)のだっ

た′)で、リリたちは母親たちをまず |ま 力ずくで服従させたのです _

といつても男たちは、自分たちの作る社会が発展 していく過程において、自分たちの地位の正当性

を確立する試 `み を力)き i,マ )る こヒiま しませメし′でし
=

このフロセスは、歴史が示すようl_、 とても難 しいものであり、極めてゆっくりと行われました。

この試みの最初の段階ltいまから約 1万 2千年から 1万 5千年前、農業や牧畜が定着した時期にあ

たります。そのころツ」たちは上殖の過l_において何もかの役 |二立っていました。それはまさに、大地

に蒔かれ、植物を生じさせる種と同じであり、そして雌羊と交尾して子羊を産ませる雄羊と同じでし

,t

その後の中間の段階については、次のことだけを指摘しておきたいと思います。精子が観察された

′)li‐上うべ)( 167711に なってから
~ご
ルっり、(li f本タト

~この.曼精がりjめ ご傷11ヽ さオ1/■ ソ)li 1875イ lil二 i畳 き
'1至
、

配偶子の役割と染色体の役害1が発見されるわずか数年前のことでした。
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になってか らで した。 ある生物学者がす ぐれた実験的方法によって胎盤 とへその緒が父親起源の 1)の

でル)ろ ニヒを示すこと|二 |りk功 しました

胎盤は妊娠の進展過程において一番重要な器官です。それは交換におけるフィルターおよび調整器

の役害1を果たします.ll N盤 のおか |ザで子供 |ま母親十二殺されず二十み、母料』は r供 |二 fサ されずにすたの

ですcこ の事実を考慮に入れれば、父親の介在な しにはいかなることもできないとい うことが理解で

きまし 1う

ここから、次のことが示されたことになるで しょう。男性が手探 りで獲得 し、文化の出現以降急激

に獲得 t´ た父親の地位 とい うのは、結局のところ、まさにある形の権利をそれ と知らぬまま行使する

ことであったということ|二 なります。そ して男性が獲得 したこの父親の地位は延長され、実際にilil応

されて、結局もと()と 自然自体によって用意 されていた仕組みにたどり着くことになったのだとい う

二(ヒ |ニ メ
=り
まづ
^.

母親の確実性 とい うものの大きさが自然科学の圧倒的影響力によつて支えられているような文脈の

中で、1,ヒ 父親の有用性や、同 じくらい確実 といラ7_ろ 父お1の 地位の ,「 安IJ:1,き ちんと示 iゝ れていれば、

それなりの影響があったに違いありません。 ところが、それ らについては実際のところ何も語 られる

ことがありませんで した=語るに |ますでに時遅 しで力)っ た、あ「kり に 1,遅すぎた、とで 1,い うかの k

うに !それは、私たちの社会の選んだ方向性がもはや変更のさかなくなつた後であり、イメージ偏重

の私たちの社会が、いかに 1)明 らかで目に見えろ側面のみによつて私たちの考え_方 を支配するように

なり、妊娠 した母親の大きなお腹に子供に対する絶力j的 な所有権利占を自動的に′工えるようなことに

なった後であり、その上ついには人工授精技術によつて開かれた生物学的操作によって、人間の生殖

活動 とい う「 ir灸 をモグ)1状医学的側面1にのみ還元 して しまう上う十二な `,た
後だったυ)です .

ここまで lr、 が示 l´ てきたことの主要潮:分 |二上、ただ月11れ たカッフ
:ル
にだ |ナ ll 二るとい・ILう な 1,の で

はありません。それ らは例外なくすべてのカップルの日常において起こるものなのです。母親 と父親

の間の潜在的な戦いは、実際のところ、親 とい う条件その 1,の 中にかなF常的な特徴なのです .

私は 1985年に一つの本を出版 しました。 この『父親にも一つの場所を」 という本はベス トセラー

にな りました.私はそこで多くの診察例を挙げて、子供の肉体的、精神的健康をむ しばむ深亥1な問題

は、父鳥1の地位と重要性が子供の母親によって認められることによつて、そ /1後長き |こわたつて解消

されたことを示 しました。 どれほど多くの行動障害、学年遅延、青少年犯罪、薬物中毒、無気力症が

こ′)リブ法で解決 されたことか、不J、は数えあ |ザ ることができないくらいです

ジェロームの父親は自分の 15歳 の息子が麻薬に手を出しているのを知 り、虐、子を連れて私のとこ

ろへ診察を受けに来ようとしました 准
`、

はまず父親の方‐ヒだけ会 うことを求めました 私liそ こで、

彼が妻に必要とされなくなって離婚を求められ 2年前に離婚 したことを知 りました。 しかも彼は家の

3階にある彼 らの家族のマンションを、彼がその単独の所有者であるの |こ 1)関 わら,ず妻 |二残 ヒてあ |ザ

て、自分は 1階のワンルームに住んでいるのでした。多くの男性がこうしたタイフの行動をとり、そ

れを男性 らしい女性への思いや りであると思つています  しか し実際には彼 らは妻に対 して、小さい

男の r^が母ル11二対 してするような仕方で振舞っているのです。

ジェロームは両親の別居から数ヶ月後、彼を喜ばせようと常に心を砕いている母親に頼んで、 7階
のLi‖● [11:量 に

‐人f::む 二七を 1詢 lさ れ ました:そ してその時以来、すべての心 lid l「が始まったのです

まずは学校をさぼることから始まり、家出、軽犯罪、そ して最後には麻薬の使用へと至ったのです。

私はその父 itlと  ^緒に、まずは彼自身の1司 ノ、:た と,セ ipの ノ:婦 1月係4/歩みを振 りiEり その最初か 1っ 検

討することを始めま した。そ して次に、父親 と母親を一緒に診察 し、彼 らの夫婦関係の歩みに注 日し

ました,ジ コロニユ、の父親 |二 対しては、彼に見られる弱さの代わ りの寛容さとい う1)の が、いかに非

生産的なものであるかを示 しました。 4回の診察の間に、私がジェロームと会 うことになる前に、彼
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は1)う すでに母親のマンションに戻つていき、麻薬をやめただけでなく、父親が母親に再び結婚を申

ヒ́i△む場所にlIイ わヽせ深く感激していました=母親は大喜びで今までにないくらい父親を受する上 )

になつていたのです。

[ヒ が 1■ のように進んだの 1「1メtビ で LLう クト (?

ことの始まりはジェロームの母親が、多くの母親たちのように、自分以外の人の話を聞こうとしなか

つたことによります.彼 女|「1自 分向身を主に子供十二ささ|ず、自分が方で力)る ことを忘れ、大を持つて

いること、そ して、夫というよりむ しろ子供のような自分の夫が、自分の子供について何か意見する

こともあるのだ とい うことを忘れていたのです  こうして人質状態になつたジェロープ、は、その状況
|二西|‐い、その収度がどこ十二あるのか探ろうとしました。彼は独立の部屋を要求 し、次 |二 、危険は木知

の_Lで過激な行動に走 りました。父親の振る舞いが変化 し、その個人史が再検討 され、父親が子供 と

妻に対し彼 i♪ の守るべき 1(度 を示し、しつか リヒ決めらオ
′
lた 方向に向って夫婦関係が IIj構築されたこ

とによつて、虐、子もそ して母親も癒 されたのです。

ll居する リコ11に才3い て t)起 こりうろ 二うした,万り|!lt、 離婚の1祭には極めて深亥1な :,の とな |)ま す
=

少なくともフランスにおいて一般的に結婚 したカップルの 3分の 1が、都市部では 2分の 1が離婚

し、離婚率は毎年 6パーセン トずつ増え_、 1't況 11憂慮すべき1)の となってお り、できるだ |ナ 甲急 |ニ キI

策がなされるべきところまで来ています。欧米では、子供の生物学上の父親 と一緒にならずに一人で

7‐供を育てることを決心する女性の数がかなり増え_ています「 フランスではその数は 1979年 の 7万

9千人から 2005年に 1ま 296万人 となつてお り、それ |よ /)国 の全家族数の 20六―セン ト|二 な ります。

これ |ま深亥|な ことで しょうか ?型、たちの時代は、 11で lAlた ようなこヒが流行となり、人 |:体外受精

の華々しい成果によつてそ うした典型的なケースが増え続けていますが、私たちの時代のこうした状

況の行きつく先 |ま どのような 1)ので しょう力ヽ ?

私か ,)の答えはかなり簡単なものです「

さしあたり、子供の日常生活十二関 して |よ、結局のところそれほど深亥Jな状況ではないとみえること

1)で きましょう。確かに健康の問題、学校問題、行動の問題、社会性の障害などは起こりますの しか
しrl、たよ)の 社会 ltそれ らを調べ、なんとか解決するための手段を 員だ持つているのです いずれにせ

よ、そのために医学のような社会的機構が存在するのです。

本当の 二七を ||え_ば、極めて′止、酉己なのは、こうし́た状況すべてが、 1白:ち に修復への l lJき を′Jk十 二上

なく、む しろ世代を重ねるごとに相当悪化 していくことです。いろいろな家族を相手に した長い経験

をもと|三私はそ′tを証言fる ことができます ;

離婚 したカソフルの子供たちは、他の子供たちに比べ離婚する率が高いこと一これは実際に離婚率

の L昇 が明らかに示 t´ ていますが一に力llえ 、彼 いは 一般に自分たちが知つている図式を同じミうに再

生産するようになりよす。母親だけに育てられた女の「 は、自分の子供の父親 とあっとい う1間に別れ

てしまい、自分の母のもとにその子供を連れていくことになるでしょう。また同 じような背景を持つ

男の子は、自分が作った 子供の面倒を見ることなく、子供に対 して全く|`l分 の役Jヨ |を 果たさないでし

ょう。彼 らがなぜそ うした行動をとるかとい うと、彼 ら自身の成長の過程において、大人の年齢に達

するまで、彼らの父親が少 L´ あってで 1)そ ばにいろ ヒいう経験を 1)つ ことができなかつたか i)です

ここで私は、あまり時間もないことです し、両親が異なる言語、異なる文明、異なる文化に属 して

いる場合に起ころ深刻なアイデンティテ ィーの問題について長 々 Lお話 しするつ 1,り |ま ございません
=

これ らのケースにおいては、普通に想像 しうるあらゆる結末に加え、大きく損なわれることになるの
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は子供における深いアイデンティティーの形成です.さ らに、彼に対 して行われるこの剥奪によって、

このグローバリゼーションの時代において本来こうした r供が持ちうる言|´ ケ
'知
れないほどの豊かさヘ

の潜在可能性が奪われて しまうのです。

単親家庭の「
供た ケpl二 ついては、彼ら|ま 自分たちの経験 L´ た図式を繰 りiLす ●I能性がより強く、実

際のところなかなか安定 した家庭を作るにいた りません。そ して彼 ら自身が作る子供たちは、多くの

場合、(親である)彼 らの自身のけ親 |二 kっ て育て 1)れ ること|二 なり、その母親 |まそれ ヒ知
',ず

|二 自分

の子供を際限なく幼稚な地位にとどめおいてあげることで満足させようと気を配るのです。

私はゲー′レとい う男の子をその誕生から青年期まで観察 しました 彼の母親が ゴく初期に私に語つ

たところによると、そ t/1rlま彼女がある男性 と 夜だ |り 過ごして出来た 」・であって、そのツj性 とはそ
の後一度 t、 会ってもいないし、その姓も名前す ら1)知 らないとのことでした。彼女は私のもとに必要

以上に頻繁に診察を受 |「 に来主した 私が彼女にそのことを指摘 ヒtlヒ ころ、彼女が私に 11う |二 十二、
虐、子に父親がいないので、私を男性の見本 として慶、子に示 したいからとのことでした。それから数年

後のある [1、
「
、がすでに1量職 L´ ていた頃、ゲールから

′
電話があり上Lた .あ る若い女|′ |:L関 係ができ

て、間もなく父親になるということを私にぜひとも伝えたかつたとのことで した。私は彼におめでと

うと言い、彼の

「

が私 |二 年えた父親の役害1を果た し続け、その少し後 |二 |ま彼 ら夫婦が赤ちゃんを私 II

見せに来たい、とい うのを受け入れました。それから数週 FHl後、ゲールが突然泣きながら電話 してき

たので、私は驚きました 彼は妻 と自子 と弓||れ たと言い、どうしてか分からない、で {ぅ 自分には辛す

ぎた、彼に |ま もう耐えられない状況 |二 なったとい うのでした。私がいろいろア ドバイス したの |二 も関

わらず、彼は 8年の国外滞在 となる契約にサインをして去って行つてしまいました.

結局のところ、問題 となるのは社会の未来でありましょう。

Lで 見たような形で作られていく社会が、itた L´ て fr、たしに作り lllす る責任があるill帯感に満ち進

歩する社会になるかとい うと、それは疑わ しいものです。

その社会は、子供 じみて、壊れやす く、不寛容で、あらゆる快楽を自己中心的に ||[∫ 費する個 ′、の集

まり、そ してあまりにも心の奥深くから不安に吉i=ま れているために、人がその行動に信頼を置くこと

のできない、そ うt_た l「l人の集まりとしての社会になるで ヒ́ょう

御清聴ありがとうございました。もちろん皆様からのご質問に喜んでお答えいたしたく思います。

(備 考 )

* 」のイさ|■ llt、 すウリI口 )講 :1l L´ たい |ブ、容を、その 負ま日本語に翻訳 L´ |に L77~.

この講演では、この中から抜粋 して話をさせていただきますので、予めご了承ください。

問い合わせ

在外フランス人議会議員 コンシニ 。ティエ リ
メール t.cOnsigny@asscmblcc‐ afc fl・ (日 本・i可 ) 携  引キ 09046790709


